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1.	 分析アジア哲学Analytic	 Asian	 Philosophyとは？	 
副題からもわかるように、本書は、仏教と現代論理学と分析哲学がコラボレーションし
たらどのようなものがうまれるかを示すものである。2005 年 11 月、仏教や論理学や分析
哲学をそれぞれ専門にしながらも、こうした分野が混ざりあう領域に興味を持つひとびと






































義 dialetheism と矛盾許容論理 paraconsistent logic として解釈する Priest と Garfield がいて、
その解釈に反対するのが本書における Tillemans である。 
 
3.1	 ナーガールジュナの存在論的パラドクス	 


























的転回 linguistic turnが起こったように、今世紀には存在論的転回ontological turnが起こり、
（矛盾した）実在の性質が問われるようになると Priest は語る(Priest, 2002, p.295)。 
 
3.2	 Tillemansの反論 
ナーガールジュナの哲学を真矛盾主義と矛盾許容論理として解釈する Priest と Garfield
に異議を唱えるのが、本書におさめられた Tillemans の論文 ‘How Do Mādhyamikas Think?: 




￢ψが真であることを認める。Tillemans は、Priest と Garfield が「強い」真矛盾主義の観点
からナーガールジュナを解釈していると考え、この点を批判している。ナーガールジュナ
には「弱い」真矛盾主義しか認められないというのが Tillemans の主張である。 
ナーガールジュナが強い矛盾を認めていない根拠は二つ挙げられている。ひとつはテキ
スト上の根拠であり、『中論』には強い矛盾がはっきりと否定されている箇所がある。「ニ
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